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ご入会
を

お待ち
して

います。

稚
内
市
の
未
来
の
た
め
に
頑
張
り
抜
く

　

平
素
よ
り
、皆
さ
ま
に
は
ご
指
導
、励
ま
し
の
お

言
葉
を
頂
き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
参
議
院
選
挙
、衆
議
院
北
海
道
第
五
区

補
欠
選
挙
と
、自
民
党
が
勝
利
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。道
民
が
い
か
に
民
主
党
政
権
に
失
望
し
て

い
る
の
か
を
示
し
て
余
り
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
政
治
と
カ
ネ
」、沖
縄
・
普
天
間
基
地
移
転
問

題
、尖
閣
諸
島
沖
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
な
ど
で

統
治
能
力
や
危
機
管
理
能
力
が
問
題
視
さ
れ
る

中
、メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
露
大
統
領
の
国
後
島
訪
問
を

許
し
て
し
ま
い
、失
地
回
復
の
た
め
に
、菅
総
理
が

唐
突
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）へ
の
協
議

参
加
を
言
い
だ
す
に
至
っ
て
は
論
外
で
す
。北
海
道

の
一
次
産
業
予
算
も
大
幅
に
減
ら
さ
れ
本
道
農
業

を
壊
滅
さ
せ
、地
域
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
、こ
の
よ

う
な
場
当
た
り
政
策
は
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
無
責
任
政
権
に
は
、地
域
の
声
を
厳

し
く
突
き
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。皆
さ
ま
の

お
力
を
結
集
し
て
今
春
の
北
海
道
知
事
選
、道
議

会
議
員
選
挙
を
は
じ
め
と
す
る
統
一
地
方
選
で
勝

ち
抜
き
、道
民
の「
民
意
」を
断
固
示
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。こ
の
こ
と
が
個
性
豊
か
で
活
力
に
み
ち
た

稚
内
市
の
創
造
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
と
稚
内
市
の
未
来
の
た
め
に
、統
一
地
方

選
に
勝
利
し
た
勢
い
を
次
期
衆
院
選
に
つ
な
げ
、一

日
も
早
い
政
権
奪
還
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
と
決
意

し
て
お
り
、武
部
勤
衆
議
院
議
員
と
と
も
に
頑
張

り
抜
く
覚
悟
で
す
。

　

今
後
と
も
、皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
鞭

撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員

道
議
会
水
産
林
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長

                  

吉  

田　

正  

人

ご

あ

い

さ

つ
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吉
田
正
人
道
議
の
二
期
目
の
後
期
二
年
間
は
、水
産
林
務

委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
水
産
業
・
林
業
の
振
興
に
手
腕
を

発
揮
す
る
毎
日
で
し
た
。問
題
を
的
確
に
と
ら
え
、北
海
道

や
地
元
・
稚
内
市
の
懸
案
事
項
の
解
決
の
た
め
に
ひ
た
む
き

に
行
動
す
る
姿
勢
に
、ま
す
ま
す
信
頼
が
深
ま
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
・
稚
内
市
の
た
め
に
、熱
い
気
持
ち

で
頑
張
り
ま
す
」と
吉
田
道
議
は
意
欲
満
々
で
す
。

北海道議会議員・道議会水産林務常任委員会副委員長

東京で開かれた、北海道代議士会で新年度予算についての説明を聞く
吉田道議から地方の医療について提言がされました。

こ
の
街
に
た
く
さ
ん
の
喜
び
を
つ
く
り
出
し
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
。
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②

第四回定例道議会

六
百
二
十
億
六
千
万
円
の
補
正
予
算
が
成
立

臨
時
議
会
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
意
見
書
を
可
決

小規模漁港整備

道
議
会
が
整
備
抑
制
方
針
に
反
対
の
意
見
書

沿
岸
漁
業
の
振
興
に
支
障
が
あ
る
と
指
摘

　

平
成
二
十
二
年
第
四
回
定

例
道
議
会
は
昨
年
十
一
月
二

十
五
日
招
集
さ
れ
、十
二
月

九
日
ま
で
十
五
日
間
の
日
程

で
六
百
二
十
億
六
千
万
円
の

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

を
審
議
し
、可
決
し
ま
し
た
。

　

第
四
回
定
例
会
で
は
開
会

初
日
に
、高
橋
は
る
み
知
事
が

道
単
独
の
公
共
事
業
費
や
夏

の
大
雨
災
害
の
復
旧
費
、介
護

関
連
施
設
の
防
火
安
全
設
備

の
整
備
に
補
助
す
る
基
金
な

ど
四
十
六
億
円
を
提
案
し
た

あ
と
、「
北
海
道
開
発
の
枠
組

み
の
堅
持
と
北
海
道
局
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
」を
可
決

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、会
期
末
に
緊
急
総

合
経
済
対
策
を
盛
り
込
ん
だ

国
の
補
正
予
算
成
立
に
伴
う

追
加
予
算
五
百
七
十
億
円
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
に

は
、非
正
規
労
働
者
や
中
高

年
労
働
者
の
つ
な
ぎ
の
就
労

機
会
を
創
出
す
る
た
め
の
緊

急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
積
立
金
約
五
十
一
億
円
、

施
設
整
備
や
農
業
用
機
械
の

導
入
を
支
援
す
る
農
業
関
連

事
業
費
約
七
十
億
円
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、第
四
回
定
例
会
に
先

立
つ
十
一
月
八
日
に
は
、自
民

党
・
道
民
会
議
が
主
導
し
た

臨
時
道
議
会
が
開
か
れ
、道
政

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を
行
わ

な
い
よ
う
求
め
る
意
見
書
」、

「
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
・ロ
シ
ア
大

統
領
の
北
方
領
土
訪
問
に
抗

議
を
求
め
る
意
見
書
」を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

熱い心で稚内市と本道の発展のために奔走

　いつも熱い心で、ふるさと・稚内市の発展と道政上の懸案解決に

取り組んでいるのが吉田正人道議です。道議会水産林務委員会副

委員長として水産業・林業の振興に奔走し、サハリン州との国際交

流にも力を注いでいらっしゃいますが、問題の本質を的確にとらえ

て、深く掘り下げて行動する姿勢は高い評価を得ています。

　

政
府
は
平
成
二
十
三
年
度

か
ら
創
設
す
る「
資
源
管
理
・

漁
業
所
得
補
償
対
策
」の
財
源

捻
出
の
た
め
、小
規
模
漁
港
の

整
備
を
抑
制
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。「
漁
港
と
漁

場
が
一
体
と
な
っ
て
営
ま
れ
る

沿
岸
漁
業
の
振
興
に
大
き
な

支
障
を
及
ぼ
す
も
の
と
危
惧

し
て
い
る
」（
高
橋
は
る
み
知

事
）と
、道
や
関
係
者
が
反
発

を
強
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
第
四
回
定

例
道
議
会
で
は
、本
道
の
水
産

業
に
関
連
す
る「
北
海
道
水
産

業
の
生
産
拠
点
と
な
る
水
産

基
盤
整
備
に
関
す
る
意
見
書
」

「
農
林
漁
業
用
Ａ
重
油
に
対
す

る
石
油
石
炭
税
の
免
税
等
措

置
の
延
長
を
求
め
る
意
見
書
」

の
二
本
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち「
水
産
基
盤
整
備

に
関
す
る
意
見
書
」で
は
、①

本
道
の
漁
港
が
、水
産
物
供
給

基
地
や
漁
村
と
都
市
と
の
交

流
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
果
た
す
た
め
に
は
、計
画
的

な
整
備
を
継
続
的
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、水
産
基
盤
整
備
事
業
並

び
に
農
山
漁
村
地
域
整
備
交

付
金
の
予
算
総
額
の
増
額
・
確

保
を
す
る
こ
と
②
小
規
模
漁

港
は
水
産
資
源
の
持
続
的
な

利
用
や
資
源
の
増
大
を
図
っ
て

い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、整
備

抑
制
方
針
の
撤
廃
し
事
業
継

続
を
す
る
こ
と―

を
求
め
ま

し
た
。

　

吉
田
正
人
道
議
は「
生
産
基

盤
整
備
事
業
費
を
大
幅
に
削

減
し
所
得
補
償
の
財
源
に
し

よ
う
と
手
法
は
、農
業
と
ま
っ

た
く
同
じ
発
想
で
先
行
き
の

展
望
に
欠
け
て
い
る
」と
厳
し

く
批
判
し
て
い
ま
す
。

北海道知事　高橋はるみ


